
                     平成 21 年 12 月 22 日

声 明 文 

平針の里山保全連絡協議会は、平針の里山（平針黒石）の開発許可の差し

止めをします。開発に関しては、断固反対します。 

 

１、 この開発は、申請にいくつもの問題があるとして、日本環境法律家連盟

が見解文を提出しています。 

名古屋市におきましては、これを適正に審査していただきますよう要請

いたします。 

２、 平針の里山の保全を求める署名は、3 万人以上集まっており、最近の報 

道などからも市民の期待と要望は高まっています。 

市長が開発を止めるという英断をされることを強く求めます。 

３、 平針の里山保全連絡協議会は、今後も粘り強く保全に向けての活動を続

けます。 

平針の里山保全連絡協議会            代表    宗宮 弘明 

                             事務局長  伊藤 光太郎 

〈今後の予定〉 

『平針の里山の今後を考える集会』を開きます。 

日時：2010 年 1 月 11 日（月・祝） 午後 2 時～3 時頃 

場所：シティコーポ島田東 集会所 

 ご近所お誘い合わせの上、多数のご参加お待ちしています。 

 みんなでワイワイと今後を考えましょう。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平針の里山の豊かな緑の森・生物を守り育てましょう（平針運転免許試験場西側） 

  
                2009 年 12 月 28 日（月） 
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開発許可が出されましたが、市長をはじめ多くの市民が 

今もなお買取･保全を望んでいる平針の里山 
 

12 月 22 日 声明文を河村市長に手渡しました 

名古屋市の 19 億 5000 万円の買取価格提示に対し、25 億円

の業者要求の溝が埋まらず、結果的に開発許可が下り、新

年早々にも工事が着工されようとしています。 
 

私たちは、あくまで開発に反対していきます 

理由 その１ 不正申請による許可であること 

（必要な測量がされていない） 

     その２ 住民の理解を全く取っていないこと 

     その３ 25 億円の根拠を示していないこと 

  

COP10 では里山がテーマなのに、このまま開発を許すのか、

それとも、身近な里山を残し自然の大切さや自然と人間の関わり

を教材として子どもたちに語り継ぎ後世に残していくのか、が 

問われています。 

 

今こそ声を大にして反対していきましょう！！ 

皆さんの声で状況が変わります。 

引き続き皆さんのご協力、ご支援をお願いします 


